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2023年3月期 第2四半期

決算説明会

SMK株式会社（6798）

—Challenge, Creativity, Solutions

2022年11月11日
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FY2022 2Q決算の概況

常務執行役員 大垣 幸平
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5.4%

FY2021
4-9

FY2022
4-9

23,054 26,886

(98.2%) (97.3%)

 材料費・外注加工費率 0.8％増加

49.0％ → 49.8％

 労務費・経費率 1.0％改善

43.8％ → 42.8％

単位：百万円
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＜連結＞営業利益分析（対前年同期）

連結営業利益増減要因分析
［ FY2021 4-9 対 FY2022 4-9 ］ Total

＋341百万円

前期営業利益

411

当期営業利益

752

売上高増

278

変動費率増

△238

固定費増
(労務費・経費・償却費)

△185

為替影響を調整済

為替影響

(円安・RMB安)

486

期中平均レート FY2021 4-9 FY2022 4-9

USD/JPY 110.00 133.43

USD/RMB 6.46 6.73

単位：百万円
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＜連結＞営業利益分析（対期初予想）

連結営業利益増減要因分析
［ 期初予想値(2022/4/28) 対 FY2022 4-9 ］ Total

＋252百万円

期初予想

営業利益

500

当期営業利益

752

売上高減

△357

変動費率減

72

固定費減
(労務費・経費・償却費)

158

為替影響を調整済

為替影響

(円安・RMB安)

379

期中平均レート 期初予想 FY2022 4-9

USD/JPY 120.00 133.43

USD/RMB 6.38 6.73

単位：百万円
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253

107

223

＜連結＞営業外損益

FY2021
4-9

FY2022
4-9

815 2,596

(9.4%)

経常利益 1,226 3,348

( ):売上比

(3.4%)

(5.2%) (12.1%)

(金融収支) (金融収支)

FY2021 4-9 FY2022 4-9

USD/JPY 1.21の円安 22.42の円安

USD/RMB 0.10の元高 0.75の元安

期初 対 期末レート

為替差益 107 → 2,220

129317

単位：百万円
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△27

＜連結＞特別損益

FY2021
4-9

FY2022
4-9

△52 △20
( ):売上比

当期純利益

3,328

979 2,983

税引前利益 1,174

(4.2%) (10.8%)

税金等（含税効果処理） △195 △344

単位：百万円



10/25＜連結＞セグメント情報

FY2022 4-9

（注）その他部品事業、リース事業、不動産賃貸事業及び労働者派遣事業

FY2021 4-9

報告セグメント
その他
（注）

合計
CS事業部 SCI事業部 開発センター 計

売上高 10,155 13,159 147 23,462 3 23,465

セグメント利益
又は損失(△)

（営業利益）
677 △154 △112 410 0 411

報告セグメント
その他
（注）

合計
CS事業部 SCI事業部 開発センター 計

売上高 10,786 16,694 155 27,636 2 27,638

セグメント利益
又は損失(△)
（営業利益）

644 203 △96 752 0 752

単位：百万円



11/25＜連結＞通期業績予想の修正

・ 連結業績予想（通期）

公表日 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

2022/4/28

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 %

55,000
100.0

14.0
1,500

2.7

113.1
2,000

3.6

△41.4
1,400

2.5

△53.2

2022/10/25
（今回）

58,100
100.0

20.4
1,900

3.3

169.9
3,700

6.4

8.4
3,200

5.5

6.9

上段：売上高比率

下段：FY2021からの増減率
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10-3
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10-3
(予想)

FY2021
4-9

FY2022
4-9

下期想定レート

USD/JPY 140.00

単位：百万円
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資産
現預金

受取手形及び売掛金

棚卸資産

固定資産

負債

純資産

買掛金及び未払金

有利子負債

資本金

自己資本比率

2022/9

59,295

9,790

14,482

10,946

23,028

25,606

7,101

13,791

33,689

7,996

56.8％

増減

4,501

1,235

1,682

1,401

△35

1,456

124

1,183

3,046

－

0.9％

（Ｂ） （Ｂ－Ａ）

＜連結＞財政状態

2022/3

54,794

8,555

12,800

9,545

23,063

24,150

6,977

12,608

（Ａ）

30,643

7,996

55.9％

単位：百万円



15/25＜連結＞キャッシュ・フローの状況

FY2021 4-9 FY2022 4-9

営業キャッシュフロー 1,495 1,816

運転資金 △802 △1,985

税引前利益 1,174 3,328

減価償却費 1,372 1,393

その他 △249 △920

投資キャッシュフロー △1,010 △887

フリーキャッシュフロー 485 929

財務キャッシュフロー △899 631

有利子負債の増減額 △274 1,068

自己株式の増減額 △303 △1

配当金の支払金額 △322 △436

現金等期首残高 8,742 8,505

現金等期末残高 8,333 9,736

単位：百万円



16/25年間配当金

第2四半期末 期 末 年 間

FY2021（実績） 0円00銭 70円00銭 70円00銭

FY2022（実績） 0円00銭 ― ―

FY2022（予想） ― 90円00銭 90円00銭
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FY2022見通し

代表取締役社長 池田 靖光
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117%

1H: ¥133.43/USD 
2H: ¥140.00/USD

106%

120%

%：対前期伸長率

55,000 58,100

為替ﾚｰﾄ ¥112.55/USD ¥120.00/USD

48,243

123%
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10,635 9,421 10,620 

19,199 16,912 
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14,819 17,321 
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3,906 4,587 
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産機･その他

車載

家電

情報通信

売上高：百万円

参考：市場別 通期売上高（FY2020-FY2022）

128%

113%

120%

111%

%：対前期伸長率
48,24348,560 58,100

情報通信 家電 車載 産機･他

FY2022増減要因
（VS FY2021）

＋ タブレット用コネクタ
－ スマホ用コネクタ、

スイッチ
－ ウェアラブル用

コネクタ、スイッチ

＋ エアコン・サニタリー・
スマート家電用リモコン

＋ 住設用リモコン･ユニット
＋ ゲーム機用コネクタ
－ STB用リモコン

＋ カメラコネクタ
＋ 電装品用コネクタ
＋ カメラモジュール
＋ 操作ユニット
＋ タッチセンサー

＋ 太陽光発電用リモコン
＋ LED照明用

Sub-GHzモジュール
－ 事務機用

タッチセンサー

FY2022
重点分野

・スマホ/タブレット
・5G
・ウェアラブル
・中華系/米系VIC

・白物家電
・住宅設備
・ゲーム
・スマートホーム

・ADAS
・V2X
・EV/PHEV
・TCU

・再生エネルギー
・オフィス機器
・ヘルスケア
・LPWA

1H: ¥133.43/USD
2H: ¥140.00/USD

為替ﾚｰﾄ ¥105.87/USD ¥112.55/USD



21/25FY2022重点取組事項

1. ビジネス環境変化に機敏に対応する事業運営

2. 高付加価値製品・ソリューションによる
事業拡大と企業体質強化

3. ESG経営の強化



22/25オープンイノベーションへの取り組み

SMK-Webサイトに「オープンイノベーションへの取り組み」ページを新設（2022年9月15日）
https://www.smk.co.jp/mktsp/openinovation/open_innovation/

技術 提携先 量産時期

UWB方式見守りセンサー EchoCare （イスラエル） FY2023

電波式生体情報センサー（車載/民生） 非公開 FY2025

音声による病気、感情の分析技術
国立循環器病研究センター
Canary Speech（米国）

FY2023

手軽な深部体温の測定技術 非公開 FY2024

電波式生体情報センサー（車載用途）UWB方式見守りセンサー 手軽な深部体温の測定技術

https://www.smk.co.jp/mktsp/openinovation/open_innovation/


23/25環境への取り組み

LED用コネクタ

太陽電池モジュール用
コネクタ

２．SMK Eco商品の拡充

[年]

１．太陽光発電の導入推進
拠点 FY2022 FY2023

富山事業所

ひたち事業所2号館

ひたち事業所1号館

フィリピン

マレーシア

本社

10 10 10 12 11 10
15 15 17

25
32 34

42 39
46

53 54 57 59
55

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

環境配慮設計製品：社内基準で定めた、省エネ・高効率化、省資源化、環境保護・環境にやさしい、製造工程負荷低減などの項目に該当するSMK製品

環境貢献製品： 社内基準で定めた、環境市場向け製品に使用されるSMK製品

Eco商品売上比率: %

３. TCFD対応ページ公開
SMK-Webサイトに「TCFDへの対応」ページを新設（2022年5月30日）https://www.smk.co.jp/csr/tcfd/

環境配慮設計製品

富山事業所 完成イメージ

2023年2月

2023年2月

2023年5月

2023年7月

2023年9月

2024年3月

★

★

★

★

★

★

★：稼働開始時期

環境貢献製品

https://www.smk.co.jp/csr/tcfd/
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展示会名 会期 会場

自
社

先行開発展2022 11/2 - 12/12 SMK本社別館 多目的ルーム

国
内

人とくるまのテクノロジー展2022 5/25 - 5/27 パシフィコ横浜

Smart Sensing 2022 6/15 - 6/17 東京ビッグサイト

第5回関西スマートハウスEXPO 9/28 - 9/30 インテックス大阪

海
外

EuroBike2022 7/13 - 7/17 Frankfurt, Germany

2nd North América Automotive 
B2B Meeting 2022

6/15 - 6/17 Aguascalientes, Mexico

International Suppliers Fair (IZB) 10/11 - 10/13 Wolfsburg, Germany

CES2023 1/5 – 1/8 Nevada, U.S.A.

EuroBike2022
2nd North América Automotive 
B2B Meeting 2022

先行開発展2022

展示会
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この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情

報は、本資料の作成時点において当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通

常予測し得る範囲内で行った判断に基づくものです。しかしながら現実には、

通常予測し得ないような特別の事情の発生等により、本資料記載の業績見通し

とは異なる結果を生じる可能性があります。当社といたしましては、投資家の

皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努め

て参りますが、本資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断される

ことは、くれぐれもお控えになられるようお願いいたします。

注意事項

商標について
・ 記載されている社名・商品名などは、各社の商標または登録商標です。


